
ＪＲ東海労ニュース
社員を解雇して、
「勝った！勝った！」と大騒ぎ！

やっぱり異常だ！ＪＲ東海！
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ＪＲ東海労働組合

蒲郡駅事件・民事裁判の不当判決が言い渡されたその日、会社は、

全職場に『勤労情報』を一斉に貼り出しました。その内容は、「敵

視」感情丸出しの全く醜い内容です。社員を「窃盗犯」と一方的に決

めつけ、刑事告訴した上に、会社の「判断」のみで懲戒解雇処分を発

令し、裁判で「勝訴」したことに大騒ぎ、「勝った！勝った！」と会

社の掲示で全社員に宣伝する、この「ＪＲ東海」とはいったい何なの

でしょうか。会社はこの間、自らの違法行為・不当労働行為には、最

高裁判所の決定をも「遺憾」と表明してきました。不法行為を働きな

がら、都合の悪いことは棚に上げ、よく書けたものです。

この『勤労情報』に会社経営陣の体質がすべて現れています。蒲郡

駅事件の背景は、会社

がこの間推し進めてき

た、労働組合弱体化・

敵視政策にあります。

会社に従順な社員を育

成するための労務管理

（主任レポートやそれ

に反対する労働組合対

策）が、「内部告発」

や「ホームページ掲

載」によって社会的に

明らかになってしまっ

たことに対する危機感

から、「窃盗犯」の存

在が必要だったのです。

『勤労情報』は、ま

さに、会社の前近代的

な労務管理・労組対策

の象徴です。

社員を「犯人」と決

めつけ、人権をも無視

した『勤労情報』は直

ちに撤回せよ！
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人権無視・社員を「窃盗犯」と決めつける『勤労情報』は直ちに撤回せよ！


